平成２４年度　中小企業技術革新挑戦支援事業

申請書の様式及び記入要領

（総括的注意）

注1 . 記入上の注意等に従い、本書類を雛形として、申請書を作成してください。

注②．申請書は、全てＡ４サイズとしてください（会社案内等も、Ａ４サイズでない場合は，Ａ４サイズにコピーしてください）。また、副本（7部）については、会社案内、パンフレット等も含めてすべての書類を（製本された原資料でなく）Ａ４サイズコピー用紙にコピーしたものとしてください。
注③．申請書正本、副本は各部ごとに左とじ２穴穴あけをした上で左上をダブルクリップでとめてください（ホッチキス等で綴じたり、製本等を行わないでください）。また、通しページを申請書下中央に打ち込んでください。
注④．特に注意がない場合は，項目間の行間は、適宜調節してください。
注⑤．申請書の作成にあたり、公募要領を必ず確認してください。申請書の記入内容について注意事項があります。

注⑥．記入に際しては，簡潔明瞭を旨としてください。また、専門用語については、分かり易い注釈を付してください。

注⑦．申請書(正本１部)は片面印刷、申請書(副本７部)は両面コピーとしてください。
注⑧．申請書には、申請者の経歴が分かる会社案内等を添付してください。
注⑨．本申請書によるF/Sの期間は、中小企業庁が指定する日から始まり、中小企業庁が指定する日までの期間としてください。

注⑩．付属書類として、直近のもの３年分の決算書類（損益計算書、貸借対照表、製造原価明細表等の経理状況を示す書類）を添付してください。

注⑪．申請にあたり、本ページは削除してください。また、以下のページでも青字（斜体字）の部分は提出前にすべて削除してください。

中小企業庁　経営支援部　創業・技術課
（申請にあたっては本ページ全体を削除してください）
受付番号:中小企業庁記載 

平成○年○月○日

中小企業庁長官　殿
・名称は正式名称を用いてください。
申請者 住所　○○県○○市○○町○‐○
・代表者名には、職名・氏名を記載のこと。
名称　○○株式会社
・代表者は法人の代表権のある方とします。
代表者名　代表取締役社長　○○　○○
・社印及び代表者印を捺印してください。
・複数機関の共同での実施による申請の場合、
開発代表者が申請者となります。
平成２４年度中小企業技術革新挑戦支援事業　申請書
中小企業技術革新挑戦支援事業について、公募要領の記載事項を全て了承しましたので、以下のとおり申請いたします。
記
	開発テーマ名

	テーマ番号


公募要領の別紙「平成２４年度中小企業技術革新挑戦支援事業　開発対象テーマ」から選択してください。
１．探索研究・実証実験（Ｆ／Ｓ）の名称
Ｆ／Ｓ内容がわかる短く簡潔な名称とし、３０字以内で記載してください。また、混乱を避けるため開発テーマ名と類似の名称とはしないこと。例：「○○○○○○○○○○○○に関する研究開発」
２．探索研究・実証実験（Ｆ／Ｓ）の概要

当該申請内容を、１５０字以内で記載してください。
３．委託対象費用
０，０００，０００　円（算用数字を使用して３００万円程度で記載してください。）
４． 連絡担当者
開発代表者における連絡担当者を記載してください。基本的に、中小企業庁からのご連絡は連絡担当者にいたします。
所属：

職名・氏名：

郵便番号・住所：
電話番号：

ＦＡＸ番号：
E-Mailｱﾄﾞﾚｽ：
以　上
（注）申請書には、次の書類を添付してください。
· 会社案内等、申請者の事業内容・経歴のわかる書類
· 直近3年分の決算書類

（損益計算書、貸借対照表、製造原価明細表等の経理状況を示す書類）
平成２４年度　中小企業技術革新挑戦支援事業　内容等説明書
１．探索研究・実証実験（Ｆ／Ｓ）の内容等

（１）探索研究・実証実験（Ｆ／Ｓ）の目的
・Ｆ／Ｓの目的について客観的事実に基づいた根拠を示して具体的に記述してください。

・Ｆ／Ｓの目的により以下のような記載を適宜挿入してください。
・申請者の保有する技術

・Ｆ／Ｓを行おうとする技術の内容およびその科学的根拠

・当該技術の新規性・優位性

（２）探索研究・実証実験（Ｆ／Ｓ）の内容

・当該Ｆ／Ｓは、基盤研究（Ｒ＆Ｄ）実施に先立ち、新製品や新事業に関する実行可能性や実現可能性を検証する作業のことです。具体的には、科学的・技術的メリットの具体化と、技術動向調査、市場調査、ビジネスプランの作成等を行って、技術開発の実施計画の精査、事業の実現可能性の見通しをつけることです。以下の例のように研究項目を設定し、それぞれについて内容を具体的に記述して下さい。
　①×××の技術動向調査
（ポイント）国内・国外の他の開発や、既存の類似機器の調査を実施する内容とすること
　②×××の優位性評価
（ポイント）国内・国外の他の開発や既存の類似機器などと比較してどのような優位性があるのかを明確にする内容とすること
　③×××の基礎データ取得実験
　④×××の市場調査
（ポイント）開発しようとする機器の必要性を明確にするような内容とすること

当事者などの声を反映するような内容とすること

開発しようとする機器の利用者像を明確にするような内容とすること
機器の販売価格・利用者数・期待される有用性・効果等について明確にするような内容とすること
　⑤ビジネスプランの作成
（ポイント）実用的製品化及び普及に関する予定（何をいつまでに行うか）とその見通しについて明確にしていく内容とすること
（３）探索研究・実証実験（Ｆ／Ｓ）計画
　【記載例】
	事業項目
	平成24年度

	
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	①×××の技術動向調査

②×××の優位性評価
③×××の基礎データ取得実験
④×××の市場調査

⑤ビジネスプランの作成
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　平成２４年７月から平成２５年３月をF/S実施期間と想定して記載して下さい。
（４）探索研究・実証実験（Ｆ／Ｓ）費用支出計画

・総計金額は３００万円程度としてください。

・一般管理費は、直接経費の１０％を上限とします。

・複数機関の共同での実施による申請の場合は、開発代表者及び全ての開発分担者について、下表に列を増減させて作成してください。
・申請時は、申請者等の積算基準で下表を完成させてください。








　　　　　　　　　単位：千円

	項目
	探索研究・実証実験（Ｆ／Ｓ）

	
	○○株式会社
	△△大学
	総額

	直接経費
	機械設備費
（機械装置費等）
	*,***
	*,***
	*,***

	
	労務費（研究員費等）
	*,***
	*,***
	*,***

	
	事業費
（消耗品費等）
	*,***
	*,***
	*,***

	一般管理費
	*,***
	*,***
	*,***

	消費税及び地方消費税
	*,***
	*,***
	*,***

	合計
	*,***
	*,***
	*,***


（５）探索研究・実証実験（Ｆ／Ｓ）の実施体制

・会社組織ではなく、F/Sを遂行する体制（役割分担）を具体的に記入してください。また、開発分担者、開発協力者がある場合は、これについても明記してください。
・社外組織と連携する場合は、その役割を記入してください。
・事業の全部を一括して第三者に再委託することはできません。


　　　　　　　　　　　　　　 




【再委託先】　（再委託先がなければ省略してください。）
①△△△株式会社：
＜再委託を行う理由＞
＜再委託を行う業務範囲＞

２．探索研究・実証実験（Ｆ／Ｓ）後に予定している開発の内容等
・平成２４年度本事業では、本事業終了後に厚生労働省「障害者自立支援機器等開発促進支援事業」に応募することが前提となっています。そのため、「障害者自立支援機器等開発促進支援事業」における開発を想定した記載としてください。

３．事業化の見通し

・現時点で想定できる範囲で結構ですので、開発終了後の事業化の見通しを記載してください。開発の成果をどのような製品・サービスとして提供していくかや、提供する際の価格、製品・サービスの販売先等を記載してください。
４．申請者の概要
・会社定款等に記載されている事項を記述してください。また、申請者（開発代表者）以外に、開発分担者がいる場合は、それぞれについて記載してください。
・（１）～（４）については、既存の資料で代用できるものがある場合、そのコピーを添付して頂ければ、記載は不要です。ただし、その場合は必ず（１）～（４）に、別添資料１を参照、などと記載することで、どの資料を確認すればよいのか分かるようにしてください。
（１）申請者の略歴（設立日は必ず記入）

（２）資本金および上位株主

資本金　　　　　　　　　千円

株主（上位５位）　　　株主
１．株主の名称：

出資比率：
％

資本金：
千円

従業員数：
名


２．株主の名称：

出資比率：
％

資本金：
千円

従業員数：
名


３．株主の名称：

出資比率：
％

資本金：
千円

従業員数：
名


４．株主の名称：

出資比率：
％

資本金：
千円

従業員数：
名


５．株主の名称：

出資比率：
％

資本金：
千円

従業員数：
名

（３）従業員数　　　○○　名
・常時使用する従業員の人数を記載してください。
（４）現在の主要事業内容
・主たる事業として営んでいる業種がわかるように記述してください。
（５）委託研究、助成事業等の受託実績
・申請者がこれまでに行ってきた委託研究、助成事業等の受託実績について、委託（助成）元、タイトル、実施期間等を記述してください。
（６）今回申請したテーマに関する委託研究、助成事業等の受託実績

・今回申請したテーマに関して、申請者がこれまでに行ってきた委託研究、助成事業等の受託実績について、委託（助成）元、タイトル、実施期間等を記述してください。
・申請者が他の制度で委託（助成）を受けている場合、採択が決定している場合、又は申請中、申請予定の場合には、本欄に正確に記入してください。不実記載の場合は、審査の対象から除外され、採択の決定若しくは委託契約が取り消される場合があります。
・本事業への申請内容のうち、上記のような不合理な重複又は過度の集中の排除のための調査に必要な範囲において他の競争的資金の担当者（独立行政法人を含む）に情報提供を行う場合がありますので、あらかじめご了承ください。
添付２の写しの提出は不要です。（原本１部のみ）

申請書類受理票（中小企業庁控）
申請書受理番号：（中小企業庁にて記入しますので、空欄としてください）
平成２４年度　中小企業技術革新挑戦支援事業
研究開発の名称　「○○○○○○○○○○○○に関する研究開発」

平成　　年　　月　　日
（提出日を記入）
会社名：○○○○○株式会社
代表者名：代表取締役社長○○○○
所在地：〒○○県○○市……
担当者
所属：○○部○○課
役職：○○○○部（課）長
氏名：○○　○○　　　印
TEL：

FAX：
　　※連絡先が上記所在地と異なる場合は、連絡先も記載して下さい。


申請書受理番号：（中小企業庁にて記入しますので、空欄としてください）
平成２４年度　中小企業技術革新挑戦支援事業
研究開発の名称：　「○○○○○○○○○○○に関する研究開発」
申請書類受理票
平成　　年　　月　　日
（空欄としてください）
会社名：○○○○○株式会社
担当者名：　○○　○○　　　殿
貴殿から提出された標記申請書を、受理しました。 
中小企業庁　経営支援部　創業・技術課　

申請書チェックリスト

①申請書類（正）・・・　□　1部（片面印刷、カラー可）

□　１）様式「申請書」

□　２）添付１「内容等説明書」
□　３）添付２「申請書類受理票」
□　４）添付３「役員名簿」
□　５）会社案内等（会社経歴の分かるもの）

□　６）直近３年分の決算書類（損益計算書、貸借対照表、製造原価明細表等の経理状況を示す書類）
※添付書類を含め全てA4版とし、左とじ２穴穴あけをした上でダブルクリック留めして提出して下さい（会社案内等、決算書類についてもA4版でない場合は、コピー等でA4版として下さい）。

②申請書類（副）・・・　□　7部（両面印刷、カラー可）

申請書類（正）のうち１）、２）、４）、５）、６）の写しを7部提出して下さい。また、両面印刷で左とじ２穴穴あけをした上で左上をホチキス等で止めて下さい。３）申請書類受理票は不要です。

③電子データ（CD-R）・・・　□　1部

CD-Rを使用し、申請書類のうち、１）、２）、４）について記録して下さい。ファイル形式は１）、２）については“Word”、４）については“Excel”として下さい。ラベルに所属機関、テーマ番号を必ず記載して下さい。
④返信用封筒・・・　□　1部

申請書類受理票の返送に使用します。返信先を記入し80円切手を張付けて下さい。

⑤申請書類チェックリスト（本書類）・・・　□　1部

申請書類の自己チェックを行ったものを添付して下さい。

・申請書類に不足がないか、上記リストにてチェックしてください。

・□欄は、内容・数量のチェック欄です。



申請書チェックリスト














受付者


サイン





受付者


サイン














（添付２）
































再委託








再委託








中小企業庁





開発代表者　○○○○株式会社


役割：


実施場所：郵便番号、住所


F/S業務管理者：本F/Sを実施するための統括責任者を選出して、所属、職名、氏名を記載してください





委託





開発分担者①


○○○○株式会社


役割：


実施場所：郵便番号、住所





協力





（添付１）





開発協力者①


○○○○大学


役割：


実施場所：郵便番号、住所





開発分担者②


○○○○大学


役割：


実施場所：郵便番号、住所








（様式）	
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